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動 ・ 没入的関与 ・ 依存的関与を介して家族友人との積
極的関与を抑制していた。オンラインゲームにおいて
は、インターネット上で所属感を感じているほど、現
実生活での家族 ・ 友人との関与が促進されていた。藤 ・
























































髙橋 ・ 伊藤：SNS 利用における青年の対人関係特性
大学生が他者を意識しながら自己表現を行っている可
能性も指摘された。そこで本研究では、第 1 に、Twit-
ter と LINE 利用時の具体的な行動に着目し、その構造
を探索的に分析することを目的とする。その上で、第























⑴　Twitter 利用時の行動に関する項目 ・LINE 利用時
の行動に関する項目
　伊藤（2014）が実施した SNS での対人行動や SNS
のコミュニケーションの仕方に関する半構造化面接調
査の結果をもとに作成した。Twitter と LINE で項目
を対応づける形で46項目を作成した。なお、Twitter




　Twitter と LINE の 4 つの SNS の利用頻度について，
「0. 四六時中」「1. 通知に気づいたとき」「2. 暇になった







































した 6 項目は、SNS 上での他者からの反応を常に気に
して即時に反応を返そうとする衝動による行動群と解
釈し、「敏感即応」と命名した。第 4 因子に高い負荷を
示した 4 項目は、SNS 上での対人的な摩擦を回避した
り、他者からの挑発を無視したりする行動群と解釈し、
「スルースキル」と命名した。第 5 因子に高い負荷を示
した 5 項目は、SNS 上での自分の行動が他者から不快
に思われないように配慮する行動群と解釈し、「表現法
配慮」と命名した。






表 １ 　SNS 利用時の行動の因子分析結果（主因子法 ・ プロマックス回転）
Twitter LINE F 1 F 2 F 3 F 4 F 5
写真や動画を添付してツイー トをおこなう 写真や動画を投稿する .869 －.036 －.200 －.038 .203
共通の趣味や話題についてツイー トをおこなう 共通の趣味や話題について話す .8２6 －.014 －.223 .000 .112
他人の意見に共感を示す 他人の意見に共感を示す .778 －.068 －.080 .136 .137
TV や好きな芸能人についてツイー トをおこなう TV や好きな芸能人について投稿する .7１１ .094 －.223 .130 －.098
自分の友人の名前を入れてツイー トをおこなう 自分の友人の名前を入れて投稿する .667 .122 －.053 .008 .015
質問を投げかけるようなツイー トをおこなう 質問を投げかけるような投稿をする .65３ －.109 .230 －.057 －.055
真面目なツイー トをおこなう 真面目なツイー トをおこなう .590 .151 －.067 －.097 －.040
相手が弱っているときに「大丈夫？」等のリプライをおこなう 相手が弱っているときに「大丈夫？」等の投稿をする .58３ .089 .036 .025 .037
時間帯関係なくやり取りをおこなう 時間帯関係なくやり取りをおこなう .557 .083 .003 .070 －.022
直接会う予定を組む 直接会う予定を組む .55３ －.287 .172 －.025 －.056
自分の意見をはっきりとツイー トする 自分の意見をはっきりとツイー トする .5３7 .084 －.057 －.105 .025
個人情報が含まれた内容をツイー トする 個人情報が含まれた内容を投稿する .5２7 －.092 .242 －.177 .022
リプライやダイレクトメッセ ジー等を利用して、自ら積極的に話しかける 自ら積極的に話しかける .４80 .113 .122 －.116 .072
くだらないやり取りをおこなう くだらないやり取りをおこなう .４78 －.012 .195 .160 －.096
話題性のある内容のツイー トをおこなう 話題性のある内容を投稿する .４77 .306 －.034 .095 －.130
泣き顔の顔文字を利用する 泣き顔の顔文字やスタンプを利用する .４４9 －.103 .217 .169 －.099
意味深なツイー トをおこなう 意味深なツイー トをおこなう .035 .687 －.065 －.105 .033
自分の日常が充実していることをアピールする 自分の日常が充実していることをアピールする .143 .6４5 －.069 －.061 .091
忙しいということをアピールする 忙しいということをアピールする －.091 .6２7 .157 .107 .050
体調が悪いことをアピールする 体調が悪いことをアピールする .098 .608 .132 －.030 .023
暇であることをアピールをする 暇であることをアピールをする .244 .50４ .076 －.003 －.258
早く返信しなければならない衝動に駆られる 早く返信しなければならない衝動に駆られる －.026 .003 .7４３ .066 .219
リプライがきたかどうか常に確認する 既読がついたかどうかを常に確認する －.202 .271 .67３ .183 .007
Twitter の通知が多いとイライラする LINE の通知が多いとイライラする －.178 －.017 .5４２ －.023 .065
悩み相談をする 悩み相談をする .235 －.111 .5３２ －.001 －.224
返信を素早くおこなう 返信を素早く行う .104 .074 .5１8 －.066 .258
相手の意見が間違ったものであれば反論する 相手の意見が間違ったものであれば反論する .226 .013 .４１0 －.228 －.081
不快なツイー トを見ても、何事もなかったように別の話題をツイー トする 不快な投稿を見ても、何事もなかったように別の話題を投稿する .002 －.018 －.040 .856 －.003
不快なツイー トを見たら見て見ぬふりをする 不快な投稿を見たら見て見ぬふりをする .028 －.007 －.060 .8３6 .032
批判や意見が分かれるようなツイー トをしない 批判や意見が分かれるような投稿をしない .064 －.097 .095 .550 .035
どのようなツイー トがあっても気にしない どのようなツイー トがあっても気にしない －.043 .020 .053 .5２４ .008
連続投稿を避ける 連続投稿を避ける －.006 .050 .064 －.089 .76４
長文にならないようにする 長文にならないようにする .001 .054 .127 －.053 .59４
いつもテンションが高いように心がけている いつもテンションが高いように心がけている .145 －.019 .200 .082 .４6３
本音をツイー トをしない 本音を投稿しない －.071 .106 .013 .195 .４57
言葉づかいや表現に注意しながらツイー トをおこなう 言葉づかいや表現に注意しながら投稿する .166 －.121 .054 .159 .３79
【因子間相関】
F 1 .33 .51 .18 －.21
F 2 .18 .27 .10
F 3 .02 －.26
F 4 .25
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２ ．Twitter と LINE における SNS 利用時の行動
　Twitter と LINE におけるそれぞれの SNS 利用時の















３ ．性別にみた SNS 利用時の行動








表 ２ 　SNS の種類別にみた利用時の行動
Twitter LINE
N M （SD） M （SD） t 値 （df）
一般的積極利用 101 3.27 （0.86） 3.48 （0.91） －2.53 （100） **
自己アピール 101 2.52 （0.90） 2.03 （0.86） 5.20 （100） **
敏感即応 101 2.22 （0.78） 3.04 （0.88） －9.84 （100） **
スルースキル 101 3.39 （0.98） 2.89 （1.04） 4.59 （100） **
表現法配慮 101 2.84 （0.78） 2.48 （0.73） 4.43 （100） **
注：p<.01**
表 ３ 　性別にみた SNS 利用時の行動
N M （SD） t 値 （df）
Twitter
一般的積極利用
男 39 3.01 （.68） －2.60 （96） **
女 62 3.43 （.93）
Twitter
自己アピール
男 39 2.50 （.87） －0.14 （99）
女 62 2.53 （.92）
Twitter
敏感即応
男 39 2.32 （.85） 0.94 （99）
女 62 2.17 （.73）
Twitter
スルースキル
男 39 3.10 （.92） －2.47 （99） **
女 62 3.58 （.98）
Twitter
表現法配慮
男 39 2.91 （.79） 0.77 （99）
女 62 2.79 （.77）
LINE
一般的積極利用
男 39 3.16 （.89） －2.94 （99） **
女 62 3.68 （.86）
LINE
自己アピール
男 39 2.21 （.95） 1.60 （99）
女 62 1.93 （.79）
LINE
敏感即応
男 39 2.97 （1.01） －0.64 （99）
女 62 3.09 （.79）
LINE
スルースキル
男 39 2.78 （1.04） －0.86 （99）
女 62 2.96 （1.04）
LINE
表現法配慮
男 39 2.63 （.73） 1.64 （99）







目が第 1 主成分に絶対値 .40未満の低い負荷を示したた
め、この 2 項目を除外し 5 項目で誠実性因子とした。
その他の因子は、いずれも一次元性が確認されたため、
主成分負荷量の方向に合わせ単純加算し指標とした。
Cronbach のα係数は、外向性 .80、誠実性のなさ .80、
















タに46名、第 2 クラスタに43名、第 3 クラスタに12名
が分類された。 3 つのクラスタを独立変数、SNS 利用
時の行動に関する指標を従属変数とした平均値の差の
検定を行ったところ、いずれの従属変数に対しても 5 ％
水準で有意な差がみられた（図 1 ）。第 1 クラスタは、














　SNS 利用時の行動に関する 3 クラスタを独立変数、






高く、第 1 クラスタ（ヘビーコミット群）が第 2 クラ
スタ（関係配慮群）よりも情緒不安定性が高かった。
第 2 クラスタ（関係配慮群）が第 3 クラスタ（義理登
録群）よりも調和性が高い傾向がみられた。
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5.3　SNS 利用時の行動の類型別にみたインターネット
利用
　SNS 利用時の行動に関する 3 クラスタを独立変数、
LINE と Twitter の利用頻度を従属変数とする平均値
の差の検定を行った（図 4 ）。その結果、Twitter の利
用頻度のみ有意な差がみられ、Tukey 法による多重比
較の結果、第 1 クラスタ（ヘビーコミット群）が第 2 ・
第 3 クラスタ（関係配慮群 ・ 義理登録群）よりも Twit-
ter の利用頻度が高かった。





　また、SNS 利用時の行動に関する 3 クラスタを独立
変数、インターネット利用における現実とのバランス
に関する 3 指標を従属変数とする平均値の差の検定を
行った（図 5 ）。その結果、いずれも 5 ％水準で有意な
差がみられ、Tukey 法による多重比較の結果、第 1 ク
ラスタ（ヘビーコミット群）が第 2 ・ 第 3 クラスタ（関
係配慮群 ・ 義理登録群）よりも依存的関与と没入的関
与が高く、第 1 クラスタ（ヘビーコミット群）が第 3
クラスタ（義理登録群）よりも非日常的関与が高かっ
た。
6  ．個人特性と SNS 利用時の行動がインターネット
利用に与える影響
　本研究で用いた指標間の関連を検討するため、変数
を次の 3 水準に整理した。第 1 水準は、BigFive の 5
尺度と SNS 利用頻度の 2 指標、FTF での友人数と生
図 ３ 　クラスタ別にみた FTF での友人数と生活満足度




























　第 1 水準の変数のうち、直接第 3 水準の変数に影響
を与えていたものは、外向性と誠実性のなさであり、







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































LINE と Twitter の利用頻度が高かったりするほど、
LINE 一般的積極利用が高くなり、その結果として、
非日常的関与が高くなっていた。
　第 1 水準の変数が第 2 水準の変数のみに影響を与え
ていた結果をみると、外向性が低く開放性が高く、
Twitter 利用頻度が高いほど Twitter 自己アピールが
高かった。外向性が低く調和性が高いほど Twitter 表
現法配慮が高かった。また、LINE 利用頻度が高いほ















































２  ．SNS 利用時の行動と性格特性やインターネット利
用との関連
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た研究成果である。また、本論文は第 2 著者が第 1
著者の指導のもと提出した2013年度立正大学心理学
部臨床心理学科卒業論文の中に含まれるデータの一
部を、第 1 著者の研究関心のもと、第 2 著者の許可
を得て第 1 著者が再解析したものである。本調査は、
第 1 著者の関心に関する項目と、第 2 著者の関心に
よる項目から構成され、本論文は主に前者を中心に
報告するものである。
2 ） Twitter は SNS ではないという指摘もあるが、本
研究では Twitter を SNS の一種と捉えて検討を進め
ていく。







ない（0.0）」であった。Twitter について 1 日 1 回以














き、クラスタ分析を実施した結果、3 類型が抽出された。「ヘビーコミット群」は、依存的関与 ・ 没入的
関与 ・ 非日常的関与が高く、インターネットと現実とのバランスが取れておらず、情緒不安定性が高かっ
た。「関係配慮群」は、Twitter と LINE の両方で、スルースキルと表現法配慮が高かった。「義理登録
群」は他のクラスタよりほとんどの行動指標で低い値を示した。これらの知見から、SNS 利用における
青年の対人関係特性が議論された。
キーワード：SocialNetworkingSystem、クラスタ分析、ビッグファイブ、SNS 利用行動
